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＜参考＞ 

 

１．国際勧告等との関連 

 本標準は、ＩＴＵ－Ｔ勧告１９９９年版Ｇ．７８０に準拠したものである。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 

 本標準は、上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、網間伝送方式についてのＴＴＣ標準において使用していない用

語を削除している。 

 

３．改版の履歴 

 

版 数 制  定  日 改 版 内 容 

第１版 １９９５年 ４月２７日 制 定 

第２版 ２００２年 ５月３０日 ＩＴＵ－Ｔの改版に伴う改訂 

   

 

４．工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 

 

５．標準作成部門 

 第一部門委員会 第二専門委員会 
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１．概 要 

 本標準は、同期ディジタルハイアラーキネットワーク、装置に関して、ＴＴＣ標準で用いられている略

語及び用語を記述している。 

 １標準のみで用いられている特別な用語については取り上げていない。 

 同期ディジタルハイアラーキネットワークアーキテクチャ、マネジメントに関する略語及び用語を将来

追加する予定である。 

 以下の略語及び用語は、同期ディジタルハイアラーキネットワーク、装置を扱う標準（JT-G707, JT-

G781,JT-G783,JT-G803,JT-G825,JT-G831,JT-G957,JT-G958）で用いられている。 

 

２．略 語 

ＡＤＭ ：アッド・ドロップ多重化装置 Add-Drop Multiplexer 

ＡＩＳ ：警報表示信号 Alarm Indication Signal 

ＡＬＳ ：自動レーザ停止機能 Automatic Laser Shutdown 

ＡＰ ：アクセスポイント Access Point 

ＡＰＩ ：アクセス点識別子 Access Point Identifier 

ＡＰＳ ：自動切替 Automatic Protection Switching 

ＡＴＭ ：非同期転送モード Asynchronous Transfer Mode 

ＡＵ－ｎ ：管理ユニット－ｎ Administrative Unit-n  

ＡＵＧ ：管理ユニットグループ Administrative Unit Group  

ＢＥＲ ：符号誤り率 Bit Error Ratio 

ＢＩＰ ：ビットインタリーブドパリティ Bit Interleaved Parity 

ＢＩＰ－Ｘ ：ビットインタリーブドパリティ－Ｘ Bit Interleaved Parity-X 

Ｃ－ｎ ：コンテナ－ｎ Container-n  

ＣＩ ：特徴的情報 Characteristic Information 

ＣＬＲ ：クリア Clear 

ＤＣＣ ：データ通信チャネル Data Communications Channel  

ＤＸＣ ：ディジタルクロスコネクト装置 Digital Cross Connect 

ＥＸ ：消光比 Extinction ratio 

ＦＥＲＦ ：遠端受信故障情報（ＲＤＩに改称） Far End Receive Failure  

ＦＳ ：フレームスタート信号 Frame Start signal 

ＨＥＣ ：ヘッダ誤り制御 Header Error Check 

ＨＯ ：ホールドオフ Hold Off 

ＨＯＰＭ ：高次パスマトリクス Higher-Order Path Matrix 

ＨＯＰＴ ：高次パス終端 Higher-Order Path Termination 

ＨＯＴＣＡ ：高次タンデムコネクションアダプテー

ション 

Higher-Order Tandem Connection Adaptation 

ＨＯＴＣＴ ：高次タンデムコネクション終端 Higher-Order Tandem Connection Termination 

ＨＰ ：高次パス Higher order Path 

ＩＤ ：識別子 Identifier 

ＩＲＡ ：国際参照アルファベット International Reference Alphabet 

ＩＳＤＮ ：サービス総合ディジタル網 Integrated Services Digital Network 

ＬＯ ：ロックアウト Lockout 

ＬＯＦ ：フレーム同期外れ Loss of Frame 
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ＬＯＰ ：ポインタ異常 Loss of Pointer  

ＬＯＳ ：入力断 Loss of Signal 

ＬＰ ：低次パス Lower order Path 

ＭＩ ：マネジメント情報 Management Information 

ＭＬＭ ：マルチモード Multi-Longitudinal Mode 

ＭＯＮ ：モニタ Monitored 

ＭＳ ：端局セクション Multiplex Section 

ＭＳ－ＡＩＳ ：端局セクション警報表示信号 Multiplex Section Alarm Indication Signal 

ＭＳ－ＲＤＩ ：端局セクション対局欠陥表示 Multiplex Section Remote Defect Indication 

ＭＳ－ＲＥＩ ：端局セクション対局誤り表示 Multiplex Section Remote Error Indication 

ＭＳＯＨ ：端局セクションオーバヘッド Multiplex Section Overhead 

ＭＳＰ ：端局セクション予備 Multiplex Section Protection 

ＮＤＦ ：新規データフラグ New Data Flag  

ＮＮＩ ：網ノードインタフェース Network Node Interface 

ＯＡＭ ：運用、管理、保守 Operation, Administration and Maintenance 

ＯＯＦ ：フレーム外れ Out of Frame 

ＯＲＬ ：光リターンロス Optical Return Loss 

ＯＳ ：光セクション Optical Section 

ＰＤＨ ：プレジオクロナスディジタルハイア

ラーキ 

Plesiochronous Digital Hierarchy 

ＰＯＨ ：パスオーバヘッド Path Overhead  

ＲＤＩ ：対局欠陥表示 Remote Defect Indication 

ＲＥＩ ：対局誤り表示 Remote Error Indication 

ＲＦＩ ：対局故障表示 Remote Failure Indication 

ＲＩ ：対局情報 Remote Information 

ＲＳ ：中継セクション Regenerator Section 

ＲＳＯＨ ：中継セクションオーバヘッド Regenerator Section Overhead 

ＳＤ ：信号劣化 Signal Degrade 

ＳＤＨ ：同期ディジタルハイアラーキ Synchronous Digital Hierarchy  

ＳＥＣ ：ＳＤＨ装置クロック SDH Equipment Clock 

ＳＦ ：信号不良 Signal Fail 

ＳＬＭ ：シングルモード Single-Longitudinal Mode 

ＳＯＨ ：セクションオーバヘッド Section Overhead 

ＳＳＦ ：サーバ信号故障 Server Signal Fail 

ＳＳＭ ：同期状態メッセージ Synchronization Status Message 

ＳＳＵ ：同期供給ユニット Synchronization Supply Unit 

ＳＴＭ ：同期伝送モジュール Synchronous Transport Module 

ＳＴＭ－Ｎ ：同期伝送モジュール－Ｎ Synchronous Transport Module-level N 

ＴＣＰ ：終端コネクション点 Termination Connection Point 

ＴＩ ：タイミング情報 Timing Information 

ＴＭＮ ：電気通信管理網 Telecommunications Management Network 

ＴＳＦ ：トレイル信号故障 Trail Signal Fail 

ＴＴ ：トレイル終端機能 Trail Termination function 
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ＴＴＩ ：トレイルトレース識別子 Trail Trace Identifier 

ＴＵ－ｎ ：トリビュタリユニット－ｎ Tributary Unit-n 

ＴＵＧ ：トリビュタリユニットグループ Tributary Unit Group 

ＴＵＧ－ｎ ：トリビュタリユニットグループ－ｎ Tributary Unit Group-n 

ＵＩ ：ユニットインターバル Unit Interval 

ＶＣ－ｎ ：バーチャルコンテナ－ｎ Virtual Container-n  

ＶＣ－ｎ－Ｘｃ ：Ｘ連結バーチャルコンテナ－ｎ Concatenation of X Virtual Containers-n 

Virtual Container-n X times concatenated 

ＷＴＲ ：復旧待ち Wait to Restore 

 

３．ＳＤＨネットワークと装置の用語 

アクセス点識別子（ＡＰＩｄ） 

 ネットワークの各アクセスポイントに対するユニークな識別子。 

 

アッド・ドロップ多重化装置（ＡＤＭ） 

 ＳＴＭ－Ｎ信号内の全て或いは幾つかの構成要素信号へのアクセスを可能とするネットワークエレメン

ト。構成要素信号は、ＳＴＭ－Ｎ信号から分岐挿入されると共にＡＤＭをパススルーする。 

 

管理ユニット（ＡＵ） 

 ＡＵは、高次パスレイヤと多重化セクションレイヤ間の変換を行う情報構造である。これは、１個の情

報ペイロード（高次ＶＣ）と、多重化セクションフレームの開始に関係してペイロードフレームの開始オ

フセットを示す１個のＡＵポインタからなる。以下に示す２種類のＡＵが定義されている。ＡＵ－４は１

個のＶＣ－４と、ＳＴＭ－Ｎフレームに関してＶＣ－４の位相を示すために使用される１個のＡＵポイン

タからなる。ＡＵ－３は１個のＶＣ－３と、ＳＴＭ－ＮフレームまたはＳＴＭ－０フレームに関してＶＣ

－３の位相を示すために使用される１個のＡＵポインタからなる。いずれの場合もＡＵポインタの位置は

ＳＴＭ－ＮフレームまたはＳＴＭ－０フレームに関して固定される。 

 

管理ユニットグループ（ＡＵＧ） 

 １個または複数のＡＵはＳＴＭペイロード内で固定的に位置が決っており、管理ユニットグループ（Ａ

ＵＧ）と呼ばれる。 

 １個のＡＵＧはバイトインタリーブされた同種の複数ＡＵ－３または１個のＡＵ－４で構成される。 

 

警報表示信号（ＡＩＳ） 

 ディジタルネットワークにおいて、上流側で障害が検出されて警報状態であることの表示として下流側

に送られるコード。複数のトランスポートレイヤに関係する。 

 

自動レーザ停止機能（ＡＬＳ） 

 光ラインシステムのＡＬＳ機能は、ケーブル故障時に中継セクションの送信機を自動的に停止する。 

 

自動切替（ＡＰＳ） 

 ２つのＭＳ＿ＴＴ間の信号を故障した現用トレイルから予備トレイルへの自動切り替えであり、ＭＳＯ

Ｈ中のＫバイトによる制御信号を使った一連の復旧動作。 
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ビットインタリーブドパリティ（ＢＩＰ） 

 ビットインタリーブドパリティ－Ｘ（ＢＩＰ－Ｘ）符号は、誤り監視の一方法として定義されている。

この符号の第一ビットは信号の対象部分における全Ｘビットシーケンスの第一ビットに対する偶数パリ

ティと規定し、第二ビットは指定部分における全Ｘビットシーケンスの第二ビットに対する偶数パリティ

と規定する等の方法で、信号の指定部分に対する偶数パリティによる一組のＸビット符号が送信装置に

よって生成される。偶数パリティは、信号の各監視部分に対して“１”の数が偶数となるようにＢＩＰ－

Ｘビットを設定する。１つの監視部分は、信号の対象部分におけるＸビットシーケンス内の同じビット位

置の全てのビットから構成する。対象部分としては、ＢＩＰ－Ｘも含む。 

 

特徴的情報（ＣＩ） 

 ＣＰまたはＴＣＰを横断して通過する情報。特定のフォーマットを持つ信号であり、ネットワークコネ

クション上で転送される。特定のフォーマットは、技術の詳細標準で定義される。 

 

コネクション点（ＣＰ） 

 トレイル終端ソースまたはコネクションの出力が他のコネクションの入力と境を接する、または、コネ

クションの出力がトレイル終端シンクまたは他のコネクションの入力と境を接する参照点。コネクション

点は、そこを横断して通過する情報により特徴づけられる。双方向コネクション点は、一つのコントラ

ディレクショナルペアの組み合わせによって構成される。 

 

連結 

 ビット間の順序が保存される状態で、多数のＶＣを互いに連結した合成容量の１つのコンテナとして使

用するための手段である。 

 

コンテナ－ｎ（ｎ＝１～４） 

 コンテナはＶＣの網同期情報ペイロードを形成する情報構造である。各ＶＣに対応するコンテナがある。

網で共通に使われるいろいろな速度を限られた数の標準コンテナに変換する機能が定義されている。これ

らは既に JT-G702 で定義された速度が使用される。それ以上の変換機能は将来新しい広帯域信号用に定義

される。 

 

データ通信チャネル（ＤＣＣ） 

 ＳＴＭ－Ｎ信号の中には、バイトＤ１－Ｄ３からなる中継セクション用ＤＣＣ（192kbit/s）と、バイトＤ

４－Ｄ１２からなる端局セクション用ＤＣＣ（576kbit/s）の２種類がある。Ｄ１－Ｄ３（ＤＣＣＲ）はすべ

てのＳＤＨ装置により取扱い可能であるのに対し、Ｄ４－Ｄ１２（ＤＣＣＭ）は再生中継セクションのオー

バヘッドの中にないため、再生中継器では取扱いできない。Ｄ１－Ｄ３はＳＤＨ装置で使用するために割

り当てられている。Ｄ４－Ｄ１２のチャネルは、ＳＤＨ以外にも適用されるＴＭＮをサポートするための、

広範囲の汎用通信チャネルとして使用することができる。 

 

高次パス 

 ＳＤＨのネットワークにおいて、高次パスレイヤは低次パスレイヤにサーバネットワークを提供する。

「低次」と「高次」という表現は、クライアント／サーバの関係にある２者に対して適用される用語であ

る。例えばＶＣ－１／２パスはＶＣ－３パスに対して「低次」と表される。 

 

高次パス終端（ＨＰＴ） 
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 ＨＰＴ機能は、パスソースでは関連するコンテナに対して適切なＶＣ ＰＯＨを生成および挿入し、パ

スシンクではＶＣ ＰＯＨを取り除いて解読することにより、高次パスを終端する。 

 

ホールドオフタイム 

 信号劣化または信号故障の宣言と、予備切替アルゴリズムの初期化の間の時間。 

 

フレーム同期外れ（ＬＯＦ） 

 ＳＴＭ－Ｎ信号のＬＯＦ状態は、ＯＯＦ状態が定義された時間継続したときに発生したとみなす。 

 

ポインタ異常（ＬＯＰ） 

 ポインタ値が不明となる状態。 

 

入力断（ＬＯＳ） 

 ＬＯＳ状態は、関連する信号の振幅が規定時間の間規定値を下回ったときに発生したとみなす。 

 

低次パス 

 高次パスを参照。 

 

マネジメント情報（ＭＩ） 

 アクセスポイントを横断して通過する信号。 

 

端局セクション（ＭＳ） 

 端局セクションは、二つの端局セクショントレイル終端機能を含む区間のトレイルである。 

 

端局セクション警報表示信号（ＭＳ－ＡＩＳ） 

 ＳＴＭ－ＮまたはＳＴＭ－０の内、ＲＳＯＨが有意情報で残りすべてが１となるＳＴＭ－ＮまたはＳＴ

Ｍ－０信号。 

 

端局セクションオーバヘッド（ＭＳＯＨ） 

 ＳＴＭ－ＮまたはＳＴＭ－０のＳＯＨの内の第５行から第９行の部分のこと。ＳＯＨの定義を参照。 

 

端局セクション予備（ＭＳＰ） 

 現用セクションから予備のセクションへの切替えを可能にするため２つの端局セクション終端機能を含

む区間を確保すること。 

 

端局セクション対局欠陥表示（ＭＳ－ＲＤＩ） 

 端局セクション対局欠陥表示（ＭＳ－ＲＤＩ）は、受信端で入力セクション欠陥を検出またはＭＳ－Ａ

ＩＳを受信したことを送信端に返すために使われる。ＭＳ－ＲＤＩはスクランブル前のＫ２バイトの６，

７および８ビット目に“１１０”コードを挿入することにより生成する。 

 

網ノードインタフェース（ＮＮＩ） 

 他の網ノードと相互接続するために使用される網ノードのインタフェース。 
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フレーム外れ（ＯＯＦ） 

 ＳＴＭ－Ｎ信号のＯＯＦ状態は、入力ビット列のフレーム同期バイト位置が不明となる状態。 

 

パスオーバヘッド（ＰＯＨ） 

 ＶＣ ＰＯＨは、バーチャルコンテナを組み立てるポイントと分解するポイント間での通信の保全のた

めに提供する。２つのカテゴリのＶＣ ＰＯＨが識別される。 

－ 高次ＶＣ ＰＯＨ（ＶＣ－４／ＶＣ－３ ＰＯＨ）： 

ＶＣ－３ ＰＯＨはＶＣ－３を構成するために、複数のＴＵＧ－２を組み立てた信号または１個

のコンテナ－３に付加される。ＶＣ－４ ＰＯＨはＶＣ－４を構成するために、複数のＴＵＧ－

３を組み立てた信号またはコンテナ－４に付加される。このオーバヘッドに含まれる機能として

は、ＶＣパスの性能モニタ、警報状態表示、管理目的の信号および多重構造表示（ＶＣ－４／Ｖ

Ｃ－３構成）がある。 

－ 低次ＶＣ ＰＯＨ（ＶＣ－２／ＶＣ－１ ＰＯＨ）： 

低次ＶＣ－ｎ（ｎ＝１，２）ＰＯＨはＶＣ－ｎを構成するために、コンテナ－ｎに付加される。

このオーバヘッドに含まれる機能としては、ＶＣパス性能モニタ、管理目的の信号および警報状

態表示がある。 

 

ポインタ 

 ポインタはＶＣのフレームと伝送フレーム間のオフセットを表示する。 

 

中継セクション（ＲＳ） 

 中継セクションは、２つの中継セクション終端機能を含む区間のトレイルである。 

 

中継セクションオーバヘッド（ＲＳＯＨ） 

 ＳＴＭ－ＮまたはＳＴＭ－０のＳＯＨの内の第１行から第３行の部分のこと。 

 

対局欠陥表示（ＲＤＩ） 

 トレイル終端シンクが受信した特徴的情報の欠陥状態を、特徴的情報を発したネットワークエレメント

に伝える信号。 

 

対局誤り表示（ＲＥＩ） 

 トレイル終端シンク機能において検出した特徴的情報の、正確なまたは省略した誤り検出符号違反数を、

特徴的情報を発したネットワークエレメントに伝える信号。 

 

対局情報（ＲＩ） 

 リモート点を横断して通過する情報。例えば、ＲＤＩおよびＲＥＩ。 

 

同期ディジタルハイアラーキ（ＳＤＨ） 

 ＳＤＨはディジタル伝送構造のハイアラーキセットであって、この構造は物理（主として光の）伝送網

を用いてペイロードの伝送ができるよう標準化されている。 

 

ＳＤＨアライニング 

 ＶＣを上位のＶＣまたはＳＴＭに収容する時にそのフレームオフセット情報をＴＵまたはＡＵに組み入
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れる手順。 

 

ＳＤＨ高次パスレイヤネットワーク 

 ＶＣ－３、ＶＣ－４またはＶＣ－４－Ｘｃの特徴的情報を備えたレイヤネットワーク。 

 

ＳＤＨ低次パスレイヤネットワーク 

 ＶＣ－１１、ＶＣ－２の特徴的情報を備えたレイヤネットワーク。 

 

ＳＤＨマッピング 

 ＳＤＨ網に入力するトリビュタリをＶＣに収容する手順。 

 

ＳＤＨ端局セクションレイヤ 

 ＳＴＭ－Ｎの特徴的情報、すなわち、ＳＴＭ－Ｎのビットレートおよび JT-G707 で定義された端局セク

ションオーバヘッドを備えたレイヤネットワーク。 

 

ＳＤＨ多重化 

 複数の低次パスレイヤ信号を高次パスに変換する多重化手段、あるいは複数の高次パス信号を端局セク

ション信号に変換する手段である。 

 

ＳＤＨパスレイヤ 

 関連するアダプテーション機能を備えたＳＤＨ高次パスレイヤネットワークおよび低次パスレイヤネッ

トワークから構成されるトランスポートアセンブリ。 

 

ＳＤＨ中継セクションレイヤ 

 ＳＴＭ－Ｎの特徴的情報、すなわち、ＳＴＭ－Ｎのビットレートおよび JT-G707 で定義された中継セク

ションオーバヘッドを備えたレイヤネットワーク。 

 

ＳＤＨセクションレイヤ 

 関連するアダプテーション機能を備えたＳＤＨ端局セクションレイヤネットワークおよび中継セクショ

ンレイヤネットワークから構成されるトランスポートアセンブリ。 

 

セクションオーバヘッド（ＳＯＨ） 

 ＳＯＨ情報は、ＳＴＭ－Ｎを構成するために情報ペイロードに付加される。ＳＯＨはブロックフレーム

情報および管理、性能モニタおよびその他の運用機能に関する情報を含む。ＳＯＨ情報は、再生中継機能

で終端される中継セクションオーバヘッド（ＲＳＯＨ）および再生中継器ではトランスペアレントに通過

してＡＵＧが組み立ておよび分解されるところで終端される端局セクションオーバヘッド（ＭＳＯＨ）に、

さらに分類される。ＳＯＨの１～３行目はＲＳＯＨであり、５～９行目はＭＳＯＨである。 

 

サーバ信号故障（ＳＳＦ） 

 アダプテーション機能のＣＰにおける信号故障表示出力。 

 

信号劣化（ＳＤ） 

 劣化欠陥（ｄＤＥＧ）状態がアクティブという意味で、関連するデータが劣化したという表示信号。 
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信号故障（ＳＦ） 

 近端欠陥状態（劣化欠陥ではない）がアクティブという意味で、関連するデータに障害が発生したとい

う表示信号。 

 

同期伝送モジュール（ＳＴＭ） 

 ＳＴＭとは、ＳＤＨのセクションレイヤをサポートする情報構造である。これは 125 μｓ毎に繰り返され

るブロックフレーム構造の中に組み込まれる情報ペイロードとＳＯＨの情報フィールドからなる。情報速

度は網に同期した速度でシリアル伝送できるように決定される。基本ＳＴＭは 155520kbit/s と決められてお

り、これはＳＴＭ－１と呼ばれる。更に大容量のＳＴＭは基本速度のＮ倍で定義される。Ｎ＝４，１６と

６４に対するＳＴＭの容量が定義されているが、それを越える速度は検討中である。 

 ＳＴＭ－１はＳＯＨと１個のＡＵＧからなる。 

 ＳＴＭ－ＮはＳＯＨとＮ個のＡＵＧを含んでいる。ＳＤＨのレベルに対するＮの値は標準 JT-G707 で規

定される。 

 また、ＳＴＭ－０は同期ディジタルハイアラーキ０次レベル(51840kbit/s)であり、ＳＯＨと１個のＡＵ－

３からなる。 

 

終端コネクション点（ＴＣＰ） 

 トレイル終端機能がアダプテーション機能またはコネクション機能と境を接する、コネクション点の特

殊なケース。 

 

タイミング情報（ＴＩ） 

 ＴＰを横断して通過する情報。 

 

トレイル信号故障（ＴＳＦ） 

 終端機能のＡＰにおける信号故障出力。 

 

トレイル終端機能（ＴＴ） 

 アダプテーション情報の保全および監視に関する情報の発生、挿入およびモニタを行うレイヤ内のアト

ミックファンクション。 

 

トレイルトレース識別子（ＴＴＩ） 

 ＴＴＩはソースアドレスを表す。 

 

トリビュタリユニット－ｎ（ＴＵ－ｎ） 

 ＴＵは低次パスレイヤと高次パスレイヤ間の変換を行う情報構造である。これは１個の情報ペイロード

（低次ＶＣ）と高次ＶＣフレームに関してペイロードフレームの開始オフセットを示す１個のＴＵポイン

タからなる。 

 ＴＵ－ｎ（ｎ＝１，２）は１個のＴＵポインタと１個のＶＣ－ｎからなる。 

 高次ＶＣペイロード内の固定的に決められた位置に多重化される１個または複数のＴＵは、トリビュタ

リユニットグループ（ＴＵＧ）と呼ばれる。ＴＵＧは伝送路網の柔軟性を上げるため、異なる容量の複数

のＴＵで構成される複合容量のペイロードと定義される。ＴＵＧ－２は同種のＴＵ－１の集合または１個

のＴＵ－２からなる。 
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バーチャルコンテナ－ｎ（ＶＣ－ｎ） 

 ＶＣはＳＤＨのパスレイヤ接続をサポートする情報構造である。これは 125 または 500μs 毎に繰り返さ

れるブロックフレーム構造に組み込まれる情報ペイロードとパスオーバヘッド（ＰＯＨ）の情報フィール

ドからなる。ＶＣ－ｎフレームの始めを規定するアライメント情報は下位網のレイヤから供給される。 

 バーチャルコンテナは２個のタイプが定義されている。 

－ 低次バーチャルコンテナ：ＶＣ－ｎ（ｎ＝１，２） 

 本要素は１個のＣ－ｎ（ｎ＝１，２）とそのコンテナのレベルに対応したバーチャルコンテ

ナパスオーバヘッド（ＶＣＰＯＨ）からなる。 

－ 高次バーチャルコンテナ：ＶＣ－ｎ（ｎ＝３，４） 

 本要素は１個のＣ－ｎ（ｎ＝３，４）またはＴＵＧ－２の集合と、そのレベルに対応したＶ

ＣＰＯＨからなる。 

 

復旧待ち（ＷＴＲ） 

 現用チャネルがＳＤまたはＳＦ状態の後に復旧閾値に達した時にこのコマンドが発行される。これは、

より高い優先度のブリッジ要求によって専有されない限り、ＷＴＲの間その状態を維持するために使われ

る。 

 


	　　



